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答

弁

第

六

号 
   

衆
議
院
議
員
寺
前
巖
君
提
出
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
九
第
六
号 

平
成
二
年
十
一
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
櫻 

内 

義 

雄 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

海 

部 

俊 

樹 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
寺
前
巖
君
提
出
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一
の

1
に
つ
い
て 

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
地
下
水
汚
染
に
つ
い
て
は
、
地
下
中
に
お
け
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン(

以
下｢

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等｣

と
い
う
。
）

の
分
解
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
構
解
明
等

に
努
め
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
地
下
中
で
の
挙
動
や
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の

生
成
機
構
等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

一
の

2
に
つ
い
て 

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
地
下
水
汚
染
の
全
国
的
な
実
態
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
等
に
対
し
、
ト
リ 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
が
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
る
地
区
を
重
点
に
、
そ
の
把
握
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
適
切
な
実
態
把
握
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

水
道
水
中
の
一
、
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
濃
度
に
つ
い
て
は
、
水
道
水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
当

面
、
米
国
安
全
飲
料
水
法
の
基
準
値(

一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
〇
・
〇
〇
七
ミ
リ
グ
ラ
ム)

以
下
に
維
持
す
る
よ
う

水
道
事
業
者
等
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
水
道
水
源
用
井
戸
に
お
け
る
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
者
等
か
ら

報
告
を
求
め
て
、
現
在
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
公
表
し
て
ま

い
り
た
い
。 

微
量
化
学
物
質
に
関
す
る
水
道
水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行
の
水
質
基
準
の
見
直
し
を
含
め
た
水 

四 

 



四
の

1
に
つ
い
て 

ま
た
、
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号)

に
基
づ

き
、
平
成
元
年
七
月
に
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
取
扱
事
業
者
が
環
境
の
汚
染 

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
十
月
か
ら
、
水
質
汚
濁
防

止
法(

昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号)

に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
含
む
水
の
地
下
へ
の
浸
透
を
禁
止
す
る
と

と
も
に
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号)

に
基
づ
き
、
こ
れ

ら
を
含
む
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
管
理
体
制
の
強
化
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
を
担
保
す
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
、
工
場
、
事
業
場
等
へ
の
立
入
検
査
や
こ
れ
に
基
づ
く
改
善
指
導
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 

が
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
制
度
の
運
用
の
一
層
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

道
の
質
的
向
上
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
審
議
会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
水
質
基
準
に
つ

い
て
、
同
審
議
会
の
答
申
を
得
て
、
所
要
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五 

 



四
の

2
に
つ
い
て 

な
お
、
一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
排
出
に
係
る
暫
定

指
導
指
針(

昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
二
日
付
け
環
境
庁
水
質
保
全
局
長
通
知)

等
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
こ

れ
を
含
む
水
の
地
下
へ
の
浸
透
の
防
止
等
を
図
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
含
む
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理

の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

を
防
止
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
技
術
上
の
指
針
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
遵

守
の
一
層
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

塩
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
樹
脂
や
一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
の
製
造
工
場
で
は
一
、
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
を
原
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
実
情
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
低
い
と
思

料
さ
れ
る
が
、
御
指
摘
を
踏
ま
え
、
一
、
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
使
用
等
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

六 

 



四
の

3
に
つ
い
て 

な
お
、
一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第
二
回
締
約
国
会
議

の
結
果
を
踏
ま
え
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
観
点
か
ら
、
政
府
と
し
て
も
、
今
後
と
も
そ
の
排
出
抑
制
・
使
用
合
理

化
、
代
替
品
及
び
代
替
技
術
の
開
発
利
用
の
一
層
の
促
進
等
に
つ
い
て
の
関
係
業
界
に
対
す
る
指
導
に
努
め
、

さ
ら
に
特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律(

昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号)

に 

一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
の
排
出
の
問
題
に
関
し
て
は
、
一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
そ

の
も
の
は
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
や
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
比
較
し
て
毒
性
が
弱
い
こ
と
か
ら
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
排
出
に
係
る
暫
定
指
導
指
針
等
に
基
づ
く
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
面

は
そ
の
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
一
、
一
、
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
か
ら
ジ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
へ
の
分
解
機
構
等
の
調
査
研
究
を
更
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
適
切
に
対
処

し
て
ま
い
り
た
い
。 

七 

 



 

八 

基
づ
く
製
造
等
に
関
す
る
規
制
等
を
行
う
よ
う
所
要
の
対
応
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四
の

4
に
つ
い
て 

地
下
水
汚
染
の
拡
大
防
止
や
回
復
に
資
す
る
た
め
、
地
下
水
汚
染
の
原
因
究
明
手
法
や
汚
染
さ
れ
た
土
壌
、

地
下
水
の
処
理
方
策
等
に
つ
い
て
、
現
在
、
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
得
ら

れ
た
知
見
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
地
方
公
共
団
体
に
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
汚
染
原
因
者
が
特
定
で
き
な
い
等
の
場
合
に
お
け
る
汚
染
の
除
去
等
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
状
況
の
推
移
い
か
ん
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 




